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【ソ フ ト名】  等高線図VBA.Ver1

【登  録  名】  CONTOUR-VBA
【著作権  者】  井上方夫（inouefusao@u01.gate01.com）

【対応  環境】  XP/vista

【動作  確認】  Office 2003 Excel

                vista+Office 2007では、グラフ描画が遅いので未確認です。

【必要   DLL】  なし( Officeがインストールされていれば、動作すると思います）

【開発  言語】  Excel　VBA

【作成  方法】  圧縮、解凍ソフトにて解凍してください。

【種      別】  フリーウエア

【ライセンス】  ソフトウェアの著作権は作者に帰属しますが、改良、改修、バグとり（？）などはご自由に行って頂いて結構です｡

　　　　　　　　本マクロを改良し、再配布される場合のライセンスはGPLとし、VBAソースコードの公開を原則とします。

===========================================================================

【ソフト紹介】

  ExcelのVBAを用い､2次元等高線図､2次元コンター図を作成するマクロです｡

  Excelの等高線描画は､データ点をセルの交点で定義しており､かつ、セル幅固定（？）の作図のみに対応しているため、実際の解析体系や 計算結果をそのまま用いることが困難でした｡そのため､Excel上で不等メッシュ対応の等高線図を描くマクロを作成したものです｡

  マクロはすべて公開していますので､マクロ内で用いている描画関数(addLine,　BuildFreeform, AddLabel)の使い方等、VBAのお勉強をされている方、科学技術計算などの解析結果を､Excel上で2次元等高線図､2次元コンター図で表示したい方は､お試しください｡

　作成したマクロは、スタガードメッシュに対応したデータ（圧力、温度、密度等の物理量はセル中心、流速はセル境界で定義されたデータ）を対象にしています。

作図したグラフは､Word へコピーペーストして使用することが可能です｡（自分では、結構便利かと思っています。）
描画のアルゴリズムは、単純に等高線の間を塗りつぶしているものなので、VB などでも使用できると思います。（ただしVBとかでは、OpenGLやDirectXも使用できるので?です）
追加機能（本ファイル参照のこと）

・色のテーブルを追加しました。

・時間のループを追加しました。

'

'　バージョンは、とりあえず1.1としています。
【必要DLLについて】

  VBAのマクロにより作成していますのでDLL等は使用しておりません｡

【使用法】

  1) シート「体系設定」を開き、径方向、および軸方向セル数、セル幅、等高線の分割数、等高線の描画範囲（最小値、最大値）、図のタイトル、色のテーブル指定、作図枚数をセットします。
 2)シート「data」を開き、作図するデータをセットする。圧力、温度、または密度でも良い｡空間分布を見たい物理量をセットする｡

 3)シート「Sheet1」を開き、 Ctrl-gを押す。または、マクロ「contourPlot」を実行する｡

【サンプル】

　　シート「data」にサンプルデータをセットしています。データに意味はありません｡

  セル数は15を指定しています｡　内部配列は､32まで確保していますので､32セルまでであれば､マクロの変更はいらないと思います｡配列の拡張をする場合は、Const MX = 32, MY = 32を適に変更してください。

  メッシュ幅は､不等メッシュに対応しています｡ただし､圧力の平均操作は､隣接セルでの単純平均となっています｡　setDataルーチン内で平均操作を行っていますので、この部分を距離による重みつき平均するように、改修する必要があります。( 後処理としての平均操作なので、表示上はあまり変化ないものと思います。自己判断で改修してください（^o^))

【サポート】

  公開版についてはVBAのマクロを公開していますので､基本的にはサポートなしと致します｡もしバグ等がありましたら、メールにてご連絡ください｡極力対処いたします。
エクセルでは､OpenGLやポストスクリプト言語と異なり､ポリゴンの頂点に対して､グラデーションを定義できない（中途半端です）ので､本マクロでは､セル内の等高線を検索して､隣接する等高線の間を塗りつぶす手法で描画しています｡

  処理内容については､VBAのソース内にコメントを入れていますので､ソースを見て頂ければ､わかるかと思います｡（汚いコーディングですが、我慢してください。）

　今後の改良については、以下を考えています。

 ・ユーザーインターフェースの追加

 ・グラデーション処理の追加

 ・軸の属性等の追加

   エクセルのグラフに関する規則をある意味無視し、エクセルを描画ライブラリとして利用したもので、エクセルのChartオブジェクトのように、軸の属性等を持っていません。各種の属性を追加できたらよいと思っています。

 ・処理が遅いので描画関数の高速化

　 元々Shapeなどの描画関数を用いると、遅くなると思うのですがやけに遅いです(^o^);。

【メール送付先】

  inouefusao@ u01.gate01.com

【会社の宣伝】

    本プログラムとは直接関係ありませんが､会社の宣伝です｡弊社では、CAE システム ADVC を開発・販売しています。科学技術計算に興味のある方はアライドエンジニアリング (株)　http://www.alde.co.jp/にお立ち寄りください。

【取扱上の諸注意】

  　本プログラムのインストール・使用、計算結果の使用によって発生した障害・損害には当方は一切関知致しません｡万が一損害が生じたとしても当方に補償の義務は無いものとしますので御了承下さい｡

【履歴】

  　ver.1  VBA版　公開2007/6/13

    現状､判明しているバグは､グラフを拡大したときに､セルの交点の部分で､一部塗りつぶしの抜けがあることです｡ただし､相当拡大しないとわからないものです。これは、excel のBuildFreeformでConvertToShapeするときのバグに対処したものです。
   ver.1.1  VBA版　公開2007/7/17

· 色のテーブルを追加しました。
· 時間点数分の描画をするように、時間ループを設けました。
【時間ループについて】
　contourPlotルーチンが作図のドライバールーチンになりますが、このルーチン内に時間ループを設けました。これにより分布（時間点）の異なる作図が容易に行えます。

　入力箇所は２つあります。

· シート「体系設定」内で、時間点数を指定（セルF18）する。

· シート「data」で、時間点数分の分布データを追加する。

例では、A1,A18,A35で時刻を読み、その時刻に対応した分布データを読み込んでいます。
　時間点が多いと、パソコンが悲鳴をあげます。コーヒーでも飲んでひと休みしてください(^o^)。
【色のテーブルについて】
組み込まれている色のパターンは以下の５つです。処理はcreateColorTableルーチンで行っています。どれがよいというものでもないので（識別できればよいのかな）、好みで選択してください。入力はシート「体系設定」のF15です。グラフはおおよその目安です。
　紫→青の場合は、青紫
　赤→紫の場合は、赤紫となるようにすると、よさげです。
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0 青→緑→黄→赤 のパターン　　　　　　　　　　　　　　　出力結果
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1 青→緑→黄→赤 のパターン　　　　　　　　　　　　出力結果
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2 紫→青→緑→黄→赤 のパターン　　　　　　　　　　出力結果
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3 青→緑→黄→赤→紫 のパターン　　　　　　　　　　　出力結果
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4 グレースケールのパターン　　　　　　　　　　　　　　　　出力結果
インターネットで探すと、色のパターンはいろいろとあるようなので、今後も追加して行こうと考えています。
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